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町
の
財
政
状
況
を
、
皆
さ
ん
か
ら
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
五
月

と
十
一
月
に
財
政
事
情
の
公
表
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
七
年
度
上
半

期
の
予
算
執
行
状
況
や
基
金
（
預
金
）
、

町
債
（
借
金
）
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

般
会
計

　
平
成
七
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
当

初
五
十
六
億
一
千
二
百
万
円
で
し
た
。

こ
れ
に
、
平
成
六
年
度
か
ら
の
繰
越
事

業
と
四
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
九
月

末
現
在
の
予
算
は
、
六
十
二
億
六
千
三

百
三
十
四
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
済
額
は
三
十
億
六
千
三
百
八
万

四
千
円
で
、
予
算
対
比
四
十
八
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
の
執
行
率
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
よ
り
も
五
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
支
出
済
額
は
十
七
億
七
千
百
五
十
三

万
七
千
円
で
、
執
行
率
二
十
八
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
、
前
年
比
で
は
○
・
ニ
ポ
イ

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
上
半
期
の
特
徴
は
、
七
月
十
一

日
か
ら
の
豪
雨
災
害
を
復
旧
す
る
た
め
、

二
度
に
わ
た
り
予
算
補
正
し
た
こ
と
で
、

そ
の
額
は
三
億
三
千
四
百
五
万
六
千
円

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
当
初
は
崩

土
処
理
が
主
で
し
た
が
、
九
月
か
ら
は
、

国
県
補
助
に
よ
る
本
格
的
な
復
旧
工
事

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
に
は
待
望
の
千
手
温
泉

が
オ
ー
プ
ン
。
庚
塚
野
球
場
大
規
模
改

造
工
事
（
写
真
）
や
ナ
カ
ゴ
シ
ョ
ー
ト

ゴ
ル
フ
場
造
成
工
事
も
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

一般会計

金額は予算額。％は予算に対して収入・支出済額の割合凡　例
iiiii

65億円60555045403530252015105歳入

iii灘ii嚢iii

74．8％

63．2％

0．0％

9．3％

0．0％

83．4％

13．8％

06．2％

40．6％

網・2％（意難熱難藻縣『り

822，796千円

744，300千円

564，262千円

545，120千円

539，904千円

325，875千円

218，534千円

99，151千円

247，406千円

計合

地方交付税

町　 税

町　債
県支出金

繰入金
諸収入
国庫支出金

繰越金
分担金負担金

その他

65億円60555045403530252015io5歳出

　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　　．3　　　　　　　　　　　　28　　　　　　　　　　率　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　執　　　　　　千円
iii灘iiiiii嚢

平成8年6月のオープンをめざし工事が進む庚塚野球場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．11．10②

1，226、914千円　　　　　38．8％

891，900千円　　　　、13．2％

868，017千円　　　　　H．3％

813，197千円　　　　　35．3％

744，712千円　　　　　43．5％

544，3H千円　　　　31．7％

379、941千円　　　　29．3％

378，773千円　　　　　1．9％

　178，575千円　　　　　43。3％

　121，918千円　　　　　45．2％

　H5，090千円　　　　　38．0％
　　　　（議会費、労働費、諸支出金、予備費）

合　計
総務費
土木費
農林水産業費

教育費
民生費
公債費
衛生費
災害復旧費

消防費
商工費

その他



平成7年9月30目現在の予

特別会計

5億円

538，264千円

209，427千円　38．9％

192，064千円　35．7％

214，590千円

59，394千円　27．7％

84，123千円　39．2％

凡
　
　
例

予算額

…i…i糞類i麟・鱗i醗i

国
民
健
康

保
険
特
別

会
　
　
　
計

国
民
健
康

保
険
診
療
所

特
別
会
計

21，400千円

10，747千円　50．2％

6，349千円　29．7％

10億円5

会事簡
　業易
　特水
計別道

会事下
　業
　　水
　特

計別道

1，210，125千円

87，126千円　7．2％

240，039千円　19．8％

％
　
％

3
　
4

特排農
別水村
会事集
計業落

1，096，681千円

i難　　　　　86，698千円7
… 234，200千円　21

円

円41．4％

円38．0％

特老
別人
会保
計健

884，394

366，524千

336，306千

特
別
会
計

　
町
に
は
六
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。
執
行
状
況
は
上
図
の
通
り
で
す
。

　
町
が
今
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
下
水

道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事
業
の
特
別

会
計
は
、
合
わ
せ
て
二
十
三
億
円
を
越

え
る
予
算
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
は
、
国
の
経
済
対
策
と

い
う
追
い
風
も
あ
り
、
当
初
の
計
画
を

大
幅
に
上
回
る
進
捗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
千
手
地
区
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
五
月
に
は
一

部
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

高
原
田
方
面
に
向
け
て
工
事
の
進
捗
が

図
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

三
箇
地
区
の
工
事
が
最
盛
期
と
な
っ
て

お
り
、
仙
田
地
区
は
中
仙
田
の
川
東
地

域
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
新
町
新
田
、
元
町
地
区
の
計
画
の

推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
下
水
関
係
事
業
は
非
常
に
巨
額
な
費

基金（預金）

用
が
掛
か
り
ま
す
が
、
そ
の
建
設
費
の

財
源
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
分
担
金
の
他
、

多
く
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
国

や
県
か
ら
の
支
出
金
、
そ
れ
と
町
債

（
借
金
）
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
九
月
末
現
在
で
建
設
費
の
支

払
い
に
比
べ
収
入
の
割
合
が
低
い
の
は
、

国
県
支
出
金
と
町
債
の
大
部
分
が
、

半
期
に
収
入
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

基
金
（
預
金
）

下

　
町
で
は
将
来
の
財
政
需
要
に
備
え
、

目
的
別
に
十
三
の
基
金
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
基
金
は
、
平
成
五
年
度
末
に
約
二
十

八
億
九
千
万
円
で
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し

た
が
、
九
月
末
現
在
で
の
合
計
は
、
二

十
一
億
八
千
六
百
六
十
六
万
七
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
減
少
額
の
多
く
は

「
財
政
調
整
基
金
」
や
「
ま
ち
お
こ
し

基
金
」
で
、
平
成
六
年
度
の
下
水
関
係

事
業
の
進
捗
、
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
、
温
泉
開
発
、
中
子
観
光
交
流
会
館

区　　　　　分 7年9月末現在高

一
　
　
般
　
　
　
会
　
　
　
計

土　地　開　発　基　金 132，968

財　政　調　整　基　金 494，633

減　　　債　　　基　　　金 161，153

藤　巻　褒　賞　基　金 2，435

豪　雪　対　策　基　金 108，155

克雪住宅資金貸付基金 21，183

文化会館建設基金 385，462

ま　ち　お　こ　し　基金 481，915

地　域　福　祉　基　金 173，889

ふるさと・水と土保全基金 7，000

スキー場建設基金 10，000

国民年金印紙購買基金 24，081

会国
計保 国民健康保険給付準備基金 183，793

合　　　　　　計 2，186，667

建
設
等
の
財
源
と
し
て
充
て
ま
し
た
。

　
今
後
も
下
水
関
係
事
業
等
に
よ
り
巨

額
な
財
政
需
要
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

減
少
傾
向
の
見
込
み
で
す
。

町
債
（
借
金
）

　
町
債
の
九
月
末
現
在
で
の
合
計
額
は
、

五
十
九
億
一
千
七
百
一
万
七
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
町
債
残
高
は
毎
年
度
の

一
般
会
計
予
算
規
模
程
度
で
推
移
し
て

お
り
、
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
道
路
、
下
水
道
、
福
祉
、

教
育
、
観
光
施
設
等
を
整
備
す
る
と
き

財
源
不
足
を
補
う
も
の
で
す
が
、
施
設

が
で
き
た
恩
恵
は
将
来
の
人
に
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
費
用
は
、
現
在
の
人

ば
か
り
で
な
く
将
来
の
人
も
負
担
（
町

債
の
償
還
）
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
町
債
が
巨
額
に
な
る
と
将

来
の
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
原
因
に
も

な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
国
の
支
援
の

あ
る
優
良
債
を
選
ぶ
等
、
適
切
な
町
債

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

町債（借金）

区　　　　　分 7年9月末現在高

一　　　般　　　会　　　計 3，768，625

国民健康保険診療所特別会計 453，629

簡易水道事業特別会計 73，847

農業集落排水事業特別会計 908，545

下水道事業特別会計 786，000

合　　　　　計 5，917，017

③7．11．10



地
域
の
こ
れ
か
ら
は
自
ら
考
え
る

　
平
成
七
年
度
と
八
年
度
の
二
か
年
、

仙
田
地
域
が
、
県
の
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ

モ
デ
ル
育
成
支
援
事
業
の
採
択
を
受
け
、

地
域
を
挙
げ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
快
適
で
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
美
し
い
農
村
づ
く
り
の
た
め

に
、
集
落
の
人
た
ち
が
自
ら
計
画
を
立

て
、
自
ら
事
業
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、

県
や
町
が
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
支
援

す
る
も
の
で
、
仙
田
地
域
は
十
集
落
全

体
で
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
専
門
家
を
迎
え
て
の
講
演
会
や
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
再
発
見
す
る
た
め
の

仙
田
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
先
進
地
の
視
察

や
、
そ
の
結
果
を
計
画
に
活
か
す
た
め

の
会
議
を
通
し
て
、
い
く
つ
か
の
事
業

計
画
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
仙
田
の
四
季
を
、
自
ら
の
手

アドバイザー（左から2人目・尾
崎真理さん）と仙田ウオッチング

　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

で
写
し
た
写
真
で
綴
る
カ
レ
ン
ダ
ー
づ

く
り
や
、
地
域
全
体
を
統
一
イ
メ
ー
ジ

で
ア
ピ
ー
ル
す
る
集
落
案
内
看
板
づ
く

り
な
ど
が
そ
れ
で
、
三
十
～
四
十
歳
代

で
構
成
さ
れ
る
「
仙
田
2
1
委
員
会
」
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
仙
田
の
皆
さ
ん
が
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ロ

な
で
親
し
め
る
よ
う
な
「
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
」
を
つ
く
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
表
示
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
あ
り
、

た
だ
今
、
そ
の
マ
ー
ク
を
募
集
中
で
す
。

　
仙
田
地
域
の
皆
さ
ん
に
限
ら
ず
、
「
こ

ん
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
い
い
な
」
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

A
四
版
用
紙
に
一
点
記
入
し
、
十
二
月

二
十
日
ま
で
に
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
田
地
区
開
発
振
興
協
議
会
事
務
局

（
赤
谷
・
川
西
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　
内
魯
六
九
－
二
〇
〇
二
）
ま
た
は
、

　
開
発
課
振
興
係
（
魯
六
八
⊥
三
一

　
一
内
線
三
一
二
）

アドバイザー筒井義富さん（写真正面右側）

を囲んでの「仙田21委員会」

行
政
改
革
大
綱
を
調
査
会
に
諮
問

　
行
革
に
つ
い
て
は
本
紙
七
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
役
場
内
に

設
置
さ
れ
た
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」

を
中
心
に
、
全
職
員
か
ら
改
革
の
提
言

を
取
り
ま
と
め
る
等
し
て
大
綱
素
案
の

作
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
般
、
　
「
川
西
町
行
政
改
革
大
綱
」

策
定
に
当
た
り
、
次
の
方
々
に
第
三
次

川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会
の
委
員
を

委
嘱
し
、
こ
の
大
綱
が
広
く
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
ご
検
討
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
策
定
さ
れ
た
大
綱
の
概
要

は
、
後
日
本
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
三
次
川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会

　
戸
田
　
哲
次
（
仁
　
田
・
64
歳
）

　
清
水
　
　
進
（
朝
日
町
・
4
7
歳
）

　
小
熊
与
子
雄
（
上
　
野
・
71
歳
）

　
南
雲
　
直
秀
（
中
仙
田
・
5
9
歳
）

　
蔵
品
　
順
子
（
霜
　
条
・
54
歳
）

　
高
津
冨
士
男
（
寺
ケ
崎
・
4
7
歳
）

　
馬
場
　
繁
信
（
朝
日
町
・
4
6
歳
）

　
内
山
　
ミ
サ
（
新
町
新
田
・
44
歳
）

戸
田
臨
時
行
財
政
調
査
会
長
（
写
真
右
）

に
諮
問
書
を
手
渡
す
南
雲
町
長

7．11．10④

読
者
か
ら

の
お
便

　
室
島
に
お
住
い
の
半
田
美
好
さ
ん
か

ら
、
　
「
近
所
の
川
崎
長
蔵
さ
ん
は
、
今

年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
毎
日

元
気
に
農
作
業
を
さ
れ
て
お
り
、
山
田

の
大
半
は
自
分
で
コ
ン
バ
イ
ン
を
運
転

し
て
刈
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
元
気
な
高

齢
者
が
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
、
ほ
か

の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な
れ
ば
」

と
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
川
崎
さ
ん
を
お
尋
ね
し
、

お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
川
崎
長
蔵
さ
ん
は
、
明
治
四
十
一
年

生
ま
れ
の
八
十
七
歳
。
部
屋
に
は
コ
ン

バ
イ
ン
に
乗
っ
た
雄
姿
が
飾
ら
れ
て
お

り
、
コ
ン
バ
イ
ン
操
作
の
動
機
を
う
か

が
っ
た
と
こ
ろ
、
　
「
最
初
は
息
子
（
作

り

　
　
　
　
　
か
ま

重
さ
ん
）
と
鎌
で
周
り
刈
り
を
し
て
い

た
が
、
息
子
が
わ
ら
を
持
ち
出
す
合
間

に
乗
っ
て
み
た
ら
わ
り
と
簡
単
だ
っ
た

の
で
続
け
て
い
る
。
機
械
は
良
く
で
き

て
い
て
お
も
し
ろ
い
よ
う
に
刈
れ
る
し
、

曲
が
る
時
に
注
意
す
れ
ば
転
倒
も
し
な

い
。
袋
数
を
数
え
な
が
ら
の
作
業
は
前

年
と
の
収
量
の
比
較
が
で
き
て
楽
し
み

だ
。
体
が
動
く
う
ち
は
続
け
た
い
し
、

毎
年
早
く
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
り
た
く
て

し
ょ
う
が
な
い
く
ら
い
だ
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
無
理
を
し
な
い
よ
う
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
お
過
し
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

「
昔
に
比
べ
れ
ば
楽
に
な
っ
た
」
と
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
操
作
を
楽
し
む
川
崎

さ
ん



農地についてのご相談は農業委員会へ

置智　農地の賃借には2通りの方法があります琶一一一覧一㌃

ll　　作れる人は借りて経営の規模拡大！　　　　　　　ll
llll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llll
智留一一一愚崖作れない人は賃して農地の有効利用！一一一

◆農地法
　農地の貸借には、貸主が借主に農地を耕作さ
せ、借主から小作料をもらうことを内容とした
契約の賃貸借と、貸主が借主に農地を無償で耕
作させる契約の使用貸借があり、いずれも農業
委員会または知事の許可が必要です。
　許可を受けた賃貸借については、権原ある小
作地と認められ、第3者への対抗力等農地法で
保護されますが、許可を受けない賃貸借につい
ては無権原の小作地（ヤミ小作地）となり、農
地法の保護が受けられませんので必ず許可を受
けてください。

◆農業経営基盤強化促進法

　町（農業委員会）が、農地の貸し手借り手の
間を調整して、権利の設定・移転計画をまとめ
たr農用地利用集積計画」を作成し、農業委員
会の決定を経て公告することにより、安心して
農地の貸借、売買を行うことができます。
　約束の期限がくれば離作料を支払うことなく
農地を確実に返してもらえます。

　この制度をわかりやすくしたのが下の図です。

　　　借りたい人

●農地を借りて規模拡大したい。

●作付地の集団化をしたい。

●機械や設備を効率よく使いたい。

　　貸したい人
●勤めが忙しく農業に手がまわらない。

●年をとり、後継ぎもいない。

●安心して貸すことができるのならば貸したい。

｛

》
、

1
　
　
ご
易
●
ξ

　
　
　
　
　
　
膠

　
　
　
　
　
　
　
　
『
「

農地流動化推進員・農業委員会事務局まで申し出ください

申し出◆　農用地利用集積計画の作成

農家のみなさんに

農家の相談・農地の貸し借リや

売買（農地の流動化）を進めます

o
o

◆

辰業委員会の決定

◆

町　長　の　公　告

農地流動化推進員（農業委員）

　　　　　　　（〈へ
農地の賃貸借、売買及び転

用等の申請書の締切日は毎

月15日です。
（12月は10日です。）’

◆

権利の設定・移転

◆

期限がくれば返還
　継続して貸すこともできます

⑤7．11．10



食
推
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
十
月
六
日
、
厚
生
省
講
堂
に
お
い
て

森
井
厚
生
大
臣
か
ら
川
西
町
食
生
活
改

善
推
進
委
員
協
議
会
（
南
雲
ハ
ル
エ
会

長
）
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
栄
養
教

室
修
了
者
二
十
四
人
で
「
や
ま
な
会
」

を
結
成
し
て
以
来
、
食
生
活
の
面
か
ら

の
成
人
病
予
防
を
目
指
し
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
食
生
活
も
こ
の
約
三
十
年
間

に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
同
会

の
活
動
分
野
や
範
囲
も
拡
が
っ
て
お
り

ま
す
が
、
現
在
三
十
六
人
の
会
員
は
、

秋
の
地
区
伝
達
講
習
会
に
向
け
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

エ
～
お
笑
い
を

　
十
月
二
十
一
日
、
町
内
二
つ
の
会
場

で
寄
席
が
開
場
し
ま
し
た
。

　
一
つ
は
野
口
落
語
会
。
地
域
の
親
睦

を
深
め
よ
う
と
野
口
七
日
会
（
村
越
浩

明
代
表
・
会
員
十
五
人
）
が
計
画
し
、

野
口
集
落
セ
ン
タ
ー
に
約
五
十
人
が
集

り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
上
野
寄
席
楽
集
。
地
域
の

人
が
気
軽
に
落
語
を
楽
し
め
る
よ
う
に

と
上
野
青
年
会
（
富
井
陽
介
代
表
・
会

員
十
五
人
）
が
計
画
し
た
も
の
で
、
J

落語　金原亭馬治さん

ロ＿一い

　　　つ

席讐

紙切り　林家小正楽さん

A
新
潟
川
西
上
野
支
所
特
設
ホ
ー
ル
に

約
百
二
十
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
両
席
の
出
演
者
は
、
落
語
が
真
打
ち

の
金
原
亭
馬
治
さ
ん
、
紙
切
り
が
二
代

目
の
林
家
小
正
楽
さ
ん
の
お
二
人
。
二

つ
の
会
と
も
町
の
地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、

午
前
と
午
後
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
地

域
の
人
た
ち
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
づ
く

り
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
ま
の
家
に

　
　
　
切
手
を
贈
る

　
十
月
二
十
七
日
、
な
か
ま
の
家
（
小

林
重
俊
施
設
長
・
写
真
左
）
を
全
逓
魚

沼
支
部
（
島
田
福
男
支
部
長
・
写
真
右
）

が
訪
れ
、
　
「
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
と
」
切
手
八
万
円
分
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
（
二
市
三
郡
所
属
）
は
、
二

年
前
か
ら
書
き
損
じ
は
が
き
を
集
め
て

切
手
を
贈
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ま
で
津
南
町
教
育
委
員
会
や
小
千

谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
っ
て
き
ま

し
た
。
三
年
目
の
今
年
は
約
千
六
百
枚

を
集
め
、
八
十
円
切
手
千
枚
に
換
え
て
、

小
林
施
設
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

川
西
に
い
が
た
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
結
成
十
五
周
年
を

記
念
し
標
識
を
贈
る
。

てつ安全を願
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町

体
協

優
秀
競
技
者
ら
を
表
彰

　
十
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

町
体
協
の
第
三
回
交
流
会
兼
第
十
五
回

体
育
功
労
者
等
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

★
優
秀
競
技
者
大
章

相
崎
幸
子
（
田
中
町
・
卓
球
）

★
優
秀
競
技
者
章

　
丸
山
貴
行
（
根
深
・
ス
キ
ー
）

　
神
田
暁
美
（
山
野
田
・
陸
上
）

村
越
ル
ミ
（
野
口
・
卓
球
）

★
奨
励
者
章

【
駅
伝
】
渡
貫
克
典
（
新
町
新
田
）

　
　
　
　
片
桐
英
恭
（
小
白
倉
）

【
体
操
】
若
山
直
樹
（
新
町
新
田
）

【
水
泳
】
山
本
章
人
（
仁
田
）

【
テ
ニ
ス
】
西
野
有
紀
（
十
日
町
市
）

　
　
　
　
山
田
智
恵
子
（
同
）

【
ス
キ
ー
】
井
上
吉
典
（
神
社
町
）

　
　
　
　
片
桐
健
太
（
発
電
所
通
西
）

　
　
　
　
小
林
由
子
（
中
仙
田
）

【
陸
上
】
清
水
利
光
（
上
野
）

　
　
　
柳
昌
光
（
東
善
寺
）

　
　
　
小
林
優
（
中
仙
田
）

【
卓
球
】
村
越
祐
介
（
野
口
）

　
　
　
池
竹
祐
子
（
原
田
）

【
相
撲
】
金
子
実
寛
（
岩
瀬
）



健康は自分でつくる大きな財産　　家庭から広げよう心とからだの健康づくり

気をつけよう食べすぎのみすぎ太りすぎ毎日の努力にかける健康づくり

10月15日　川西中学校体育館

　
健
康
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
永
年
町
の

母
子
保
健
や
食
生
活
改
善
に
貢
献
さ
れ

た
十
四
人
を
表
彰
し
、
献
血
功
労
者

（
五
十
回
・
三
十
回
）
九
人
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
六
年
中

に
医
療
機
関
に
か
か
ら
な
か
っ
た
国
保

世
帯
二
家
族
に
記
念
品
を
贈
り
、
平
成

四
年
度
か
ら
始
め
た
「
健
康
づ
く
り
百

日
運
動
」
の
千
日
達
成
者
十
二
人
を
健

康
づ
く
り
千
日
実
践
者
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。
表
彰
等
を
受
け
た
方
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
保
健
衛
生
功
労
者

　
小
川
弓
子
（
岩
瀬
・
5
0
歳
、
母
子
保

　
健
推
進
委
員
・
永
年
功
労
1
0
年
）

　
柳
ト
ク
（
学
校
町
・
6
8
歳
、
食
生

　
活
改
善
推
進
委
員
・
永
年
功
労
1
0
年
）

　
高
橋
シ
ヅ
（
上
町
・
6
7
歳
、
同
右
）

　
須
藤
キ
ミ
（
高
原
田
・
6
7
歳
、
同
右
）

　
数
藤
ナ
ヲ
（
沖
立
・
5
8
歳
、
同
右
）

　
丸
山
タ
ヒ
（
根
深
・
5
7
歳
、
同
右
）

　
丸
山
君
子
（
高
原
田
・
5
7
歳
、
同
右
）

　
数
藤
リ
エ
（
沖
立
・
51
歳
、
同
右
）

　
清
水
美
代
子
（
上
野
・
4
7
歳
、
同
右
）

　
須
藤
愛
子
（
下
原
・
4
5
歳
、
同
右
）

　
平
野
夏
子
（
四
郎
兼
・
4
5
歳
、
同
右
）

　
登
坂
和
代
（
岩
瀬
・
皿
歳
、
同
右
）

　
村
越
光
枝
（
野
口
・
4
3
歳
、
同
右
）

　
古
沢
紀
美
子
（
上
野
・
4
2
歳
、
同
右
）

◎
献
血
功
労
者

〇
五
＋
回

　
高
橋
直
人
（
赤
谷
・
4
2
歳
）

　
北
村
良
二
（
中
央
町
・
4
0
歳
）

村
山
一
男
（
高
原
田
・
3
8
歳
）

〇
三
＋
回

　
高
橋
一
郎
（
三
領
・
5
3
歳
）

　
小
林
立
雄
（
中
仙
田
・
4
3
歳
）

　
上
村
　
清
（
上
野
・
4
2
歳
）

　
中
條
重
文
（
木
島
・
3
6
歳
）

　
斎
藤
恵
子
（
上
野
・
32
歳
）

　
田
口
明
広
（
木
落
・
2
8
歳
）

◎
健
康
家
族

　
星
名
邦
夫
ご
一
家
（
伊
友
）

　
江
口
佐
久
雄
ご
一
家
（
小
臼
倉
）

◎
健
康
づ
く
り
実
践
運
動

　
外
山
ユ
シ
（
山
野
田
・
6
9
歳
）

　
藤
田
宏
太
郎
（
発
電
所
通
西
・
72
歳
）

　
数
藤
チ
ョ
（
発
電
所
通
東
・
72
歳
）

　
星
名
チ
エ
（
発
電
所
通
東
・
68
歳
）

　
南
雲
一
郎
（
栄
町
・
74
歳
）

　
南
雲
ヨ
シ
（
栄
町
・
6
9
歳
）

　
宮
　
徳
次
郎
（
朝
日
町
・
7
0
歳
）

　
宮
　
ア
キ
（
朝
日
町
・
71
歳
）

　
小
熊
與
子
雄
（
上
野
・
7
0
歳
）

　
渡
貫
ト
ク
（
上
野
・
7
0
歳
）

　
田
口
梅
野
（
木
落
・
7
3
歳
）

小
川
弓
子
（
岩
瀬
・
5
0
歳
）

「健康づくり100日運動」の1，000日達成

者に認定証を交付

　
特
別
講
演
は
漫
画
家
の
富
永
一
郎
さ

ん
に
よ
る
「
心
の
健
康
づ
く
り
と
心
の

カ
ル
シ
ウ
ム
」
。
漫
画
家
ら
し
い
ユ
ー

モ
ア
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
講
演

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
直
筆
の
マ
ン

ガ
は
来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
に
設
け
ら
れ
た
自
動
血
圧
測
定

器
と
体
脂
肪
測
定
器
。
普
段
な
か
な
か

測
れ
な
い
体
脂
肪
率
に
び
っ
く
り
さ
れ

た
方
も
チ
ラ
ホ
ラ
。

癬

鰹
㎜

繋　
　

講
　
繍
，

　
　
　
鱗
態
臨
鐵
籔
灘
懸
購

第
八
回
町
民
つ
な
引
き

　
　
　
　
大
会
の
結
果

◆
小
学
生
低
学
年
の
部

一
位
モ
ク
ラ
ク
サ
ブ
ロ
ー

二
位
　
フ
ァ
イ
ト
！
一
発

三
位
　
仙
田
ゴ
ー
ル
ド

同
　
フ
ァ
イ
ト
千
手

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

一
位
モ
ク
ラ
ク
タ
ロ
ー

二
位
　
キ
ラ
キ
ラ
ポ
ー
ル
ズ

三
位
　
千
手
ガ
ッ
ツ
だ
勝
っ
ち
ゃ
う

　
　
　
ぞ
！

同
モ
ク
ラ
ク
ジ
ロ
ー

◆
一
般
の
部

同　在征位

臼
倉
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
ズ

モ
ク
ラ
ク
A

仙
田
小
学
校
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
ん
ば
る
ぞ
！

臼
倉
オ
ー
ル
マ
ィ
テ
ィ
ー
ズ
ラ

イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
低
学
年
の
部
で
一
位
と
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

な
っ
た
モ
ク
ラ
ク
サ
ブ
ロ
ー
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳



熱
き
思
い
届
け
た
い

　
　
　
　
我
ら
『
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
』

　
『
か
わ
に
し
夢
き
や
ら
ば
ん
』
、
聞

き
な
れ
な
い
名
前
で
す
が
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
男
の
ロ
マ
ン
　
女
の
フ
マ
ン
」

実
行
委
員
会
（
金
子
ヒ
ロ
子
実
行
委
員

長
）
の
別
称
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る

複
数
の
団
体
や
個
人
が
、
劇
団
ふ
る
さ

と
き
や
ら
ば
ん
の
「
男
の
ロ
マ
ン
女

の
フ
マ
ン
」
公
演
を
媒
介
と
し
て
、
町

内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
明
る
く

楽
し
い
地
域
づ
く
り
を
し
よ
う
と
集
ま

っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
本
格
的
劇
団
公
演
は
お

そ
ら
く
川
西
町
で
は
初
め
て
の
試
み
。

　
十
一
月
十
八
日
の
公
演
日
も
迫
り
大

忙
し
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
熱
き
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

蕊町
内
の
い
た
る
所
に
建
て
ら
れ
た

看
板
は
す
べ
て
メ
ン
バ
ー
の
手
作

り
。
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す

緑
灘
瀞
懇
麟
繋
灘
灘
鎌
、
騰
灘
難
麓
、
纈

灘
譲
灘
難
議
欝
．
藪
辮
灘
懸
懸
撚
蓮
霧

ぽ
鑛
懇
盤
懸
懇
髄
謙
雛
．

議
輪
㈱
謙
猫
懸
懸
懸
鯵
継
簸
ほ
懸
霧
灘

義
活
灘
灘
癒
鐡
繕
灘
欝
懇
網
灘
鯵
毯
懇

発
繋
㈱
購
縢
縷
灘
耀
簸
墜
馨
欝
欝
毯
耀

懸
職
ぽ
懲
羅
懸
縷
難
幾
。
糠
懸
、
㈱
獲

議
灘
縷
騰
懸
瀞
鑛
綴
鋤
纐
懇
鎌
源
灘
縢

簸
懸
鐵
は
ぽ
繕
滋
鰹
盤
鐘
糠
継
漢
、
鍛
懸

鐵
灘
賑
謙
繋
。

、
総
織
懇
鱗
璽
麟
麟
滋
る
懸
鯵
き
懸

癒
ぽ
霧
瀬
難
灘
無
ー
欝
灘
繊
碗
欝
磯
灘

、
耀
翼
、
p
”
・
嚢
磯
雛
、
耀
雛
脇
灘
灘
纐
縫
報
灘

お
鱗
藻
毯
難
叢
懇
饗
議
難
繕
纐
幾
繕

繋
類
鑓
繊
叢
還
灘
議
題
謹
膨
懸
灘
織
懸

鞭
繋
軽
篠
饗
翻
懇
懸
葛
鐡
業
懸
議
叢
鯵

糊
嚇
麟
、
雛
、
懸
諜
鍛
灘
『
瀞
懸
縫
簸
饗

き
鎌
、
壌
馨
灘
鷺
謹
繕
戴
欝
、
叢
灘
雛
錨

蓬
叢
騰
嚢
纏
諜
麟
灘
。
、
、

　
蒸
義
灘
義
の
國
雛
毒
綱
灘
灘
麟
懇
辮

盤
懸
灘
鞭
類
懇
き
灘
纒
鞄
態
懸
鶏
瀬

謙
懸
鞍
《
鱗
灘
願
灘
繋
欝
辮
懸
．
蕪
灘

醸
讐
懲
懸
欝
璽
縄
懸
毒
謹
織
嶽
難
驚
爾

驚
鎌
．
蓬
⑳
蕪
編
ぽ
．
雛
絨
鱒
織
難
織

鶏
灘
癒
欝
磯
灘
灘
磯
曄
欝
鞭
懸
勧
懇
灘

縷
灘
濾
獲
懸
欝
蒸
濫
藻
叢
猫
縢
、
驚
講
懸
．

雛
慧
髄
盤
演
饗
態
鯵
難
楼
雛
葛
灘
鋤
墜

馨
魅
懇
懸
繋
雄
ぽ
お
き
議
簸
繕
。

　
簗
騰
饗
．
灘
載
総
瀧
灘
懸
滋
醗
簗
灘

馨
雛
裳
欝
讐
鰹
癒
．
繋
購
、
難
譲
撫
捲

簸
で
慧
勧
麩
灘
繕
磁
叢
欝
嶽
蕎
叢
灘
難
鋪

鯛
篇
裟
榮
醗
髄
蒙
騰
　
難
鐡
．
懸
毯
懇

諜
懸
瀬
蒙
懸
鱒
覇
磯
難
縷
辮
灘
嚢
麟
．

、
額
滋
騰
叢
愚
§
態
耀
蔭
爆
鐙
難
瀞
繍
蟹

灘
繊
馨
叢
灘
擦
獲
、
毯
㈱
鐵
業
礫
雛
懸

継
滋
懇
縢
蕎
瀬
灘
墜
難
懸
ぽ
麟
懇
難
薬
“

懸
懸
雛
。
鱗
雛
蕪
．
姦
灘
瀬
麟
醗
灘
薦

懸
鑑
霧
懸
癒
撚
耀
鑛
濯
“
盤
灘
鱒
麟
購
懸
縢
，

馨
灘
難
解
購
薩
鍵
懇
　
灘
蒙
…
獲
鎌
灘
幾

鐵
灘
誘
騰
灘
籔
難
懇
嚢
懇
瀬
蟻
螺
灘
懸

濤
諜
懸
濯
蒙
欝
願
灘
馨
謙
嚢
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
あ
ら
す
じ

　
日
本
列
島
い
ず
こ
の
街
や
村
で
も
、

男
た
ち
は
ロ
マ
ン
を
求
め
、
ム
ラ
お
こ

し
マ
チ
お
こ
し
に
家
か
ら
飛
び
出
し
て

ゆ
く
。

　
一
万
、
家
事
・
子
育
て
・
近
所
づ
き

あ
い
と
￥
現
実
の
く
ら
し
や
家
を
守
っ

て
い
る
女
た
ち
は
￥
ど
う
し
て
明
る
い

ム
ラ
起
こ
し
が
暗
い
家
づ
く
り
に
な
つ

ち
ゃ
う
の
と
￥
フ
マ
ン
だ
ら
け
。
と
う

と
う
悪
妻
同
盟
を
つ
く
り
ウ
ッ
ブ
ン
を

爆
発
さ
せ
る
。

　
美
し
く
豊
か
な
自
然
い
っ
ぱ
い
の
日

本
の
ふ
る
さ
と
、
パ
チ
ン
コ
屋
が
や
け

に
輝
い
て
い
る
ふ
る
さ
と
で
、
男
の
ロ

マ
ン
と
女
の
フ
マ
ン
が
衝
突
し
て
、
ム

ラ
は
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
大
騒
動
。
男
の

友
情
も
男
女
の
愛
も
、
揺
れ
て
も
つ
れ

て
．
新
し
い
信
頼
が
生
ま
れ
て
く
る
…

…
か
？

問
い
合
わ
せ
先

か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん

　
盈
六
八
－
二
一
七
一

垢
～
％

　
　
　
　
税
を
知
る
週
問
で
す

　
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
全
国
の
中
学

生
を
対
象
に
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

十
日
町
税
務
署
管
内
で
は
、
郡
市
内
か

ら
一
、
三
四
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
う

ち
川
西
中
学
校
か
ら
は
三
〇
七
点
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
も
税
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
郡
市
内
か
ら
二
八
三
点
が
集

ま
り
、
川
西
中
学
校
か
ら
は
五
七
点

（
三
年
生
の
み
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。　

標
語
・
作
文
の
入
選
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
　
（
敬
称
略
）
な
お
、
作
文
の
入

選
作
に
つ
い
て
は
本
紙
十
二
月
号
か
ら

順
次
紹
介
し
ま
す
。

【
標
語
】

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
優
秀

　
よ
く
知
ろ
う
　
役
立
つ
税
の
　
大
切

さ
　
　
　
　
　
一
年
渡
辺
　
学

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
優
秀

　
知
っ
て
ま
す
か
？
　
あ
な
た
の
税
の

　
つ
か
い
み
ち
　
　
二
年
高
橋
智
美

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
佳
作

　
み
ん
な
の
た
め
　
納
め
る
税
の

　
大
き
な
力
　

一
年
渡
部
麻
奈
美

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

〈
入
選
〉

　
税
金
で
　
こ
の
道
あ
の
橋
　
こ
の
社

　
会
　
　
　
　
　
　
三
年
　
星
名
淳
二

　
ふ
と
見
る
と
　
あ
こ
に
も
こ
こ
に
も

　
光
る
税
　
　
　
　
三
年
　
小
林
理
恵

　
税
金
は
　
ぽ
く
ら
と
ゆ
め
を
　
つ
な

　
ぐ
橋
　
　
　
　
三
年
　
高
橋
久
美
子

　
役
立
て
よ
う
　
明
る
い
社
会
に

　
み
ん
な
の
税
　
　
二
年
　
上
村
直
子

　
消
費
税
　
払
っ
て
僕
も
　
人
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
片
桐
健
太

〈
佳
作
〉

一
年
　
木
村
祐
子
　
根
津
迫
子
　
大
久

保
守
秀
　
五
十
川
亜
紀
　
和
久
井
公
太

小
林
大
昌

二
年
　
貴
田
祐
介
　
丸
山
一
樹
　
大
浦

正
美
　
野
沢
佳
代
　
半
藤
賢
一

三
年
　
相
崎
政
憲
　
保
坂
優
海
　
富
井

絵
理
　
田
村
　
潔
　
小
林
は
る
か

戸
田
和
樹
　
小
海
絵
里
　
池
竹
崇
太

根
津
正
樹

【
作
文
】

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

〈
入
選
〉

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
」

　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
能
代
谷
光
生

「
未
来
の
た
め
の
灯
火
「
税
」
」

　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
田
中
健

「
身
近
な
税
」
　
　
三
年
　
清
水
抄
子

〈
佳
作
〉

三
年
　
野
上
真
理
子
　
須
藤
輝
美

小
林
は
る
か
　
水
落
亜
耶
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信
濃
川
と
三
領
の
昔

岩
瀬
金
　
子
幸
作

流
れ
は
尽
き
ず
洋
々
と

　
取
り
入
れ
が
終
わ
り
、
晩
秋
の
色
も

濃
く
な
っ
た
あ
る
夜
、
南
雲
隆
三
元
上

野
地
区
公
民
館
長
に
「
三
領
の
昔
」
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。
た
く
み
な
話
術
と

貴
重
な
お
話
に
過
ぎ
た
日
を
思
い
、
先

人
た
ち
の
し
た
た
か
な
生
き
ざ
ま
に
胸

を
う
た
れ
た
。
以
下
は
南
雲
元
館
長
の

お
話
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
長
安
寺
の
過
去
帳
に
「
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
正
月
、
三
領
村
治
左
衛

門
女
云
々
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
三
領
の
草
創
は
徳
川
の
初
期

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
の
家
数
は
十
一
戸
だ
っ

た
が
や
が
て
二
十
三
戸
に
な
り
、
現
代

は
全
盛
期
に
三
十
二
戸
を
数
え
た
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
「
家
数
が
三
十
戸
を

超
え
る
と
三
領
は
ど
こ
か
の
家
が
絶
え

る
」
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
り
、
そ
の

た
め
か
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
三
十
戸
で

平
和
な
生
活
が
続
い
て
い
る
。

　
昭
和
戦
前
の
、
千
手
に
発
電
所
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た

き
る
ま
で
の
信
濃
川
は
満
々
と
水
を
湛

え
て
、
古
い
新
潟
県
民
歌
の
文
句
の
と

お
り
「
流
れ
は
尽
き
ず
日
に
夜
に
」
、

妻
有
の
盆
地
を
洋
々
と
流
れ
て
い
た
。

川
幅
は
雄
に
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
水

深
は
三
間
の
竿
を
指
し
て
も
河
床
に
届

か
ず
、
浅
い
所
で
も
人
の
背
が
立
た
ず
、

流
れ
は
遅
い
よ
う
に
見
え
て
も
時
速
十

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
。

　
三
領
と
木
落
の
渡
し

　
三
領
の
鼻
先
は
小
見
川
が
信
濃
川
に

合
流
す
る
地
点
に
、
川
辺
と
下
条
の
上

新
田
を
つ
な
ぐ
渡
船
場
が
あ
っ
た
。
入

口
に
「
営
業
時
間
は
日
の
出
か
ら
日
没

ま
で
」
と
掲
示
さ
れ
て
い
た
が
、
社
会

の
推
運
に
つ
れ
船
頭
衆
の
待
遇
も
改
善

さ
れ
て
「
朝
七
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
」

と
な
り
、
官
公
庁
並
み
の
「
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
」
に
改
め
ら
れ
、
以

後
は
頼
め
ば
時
間
外
勤
務
で
船
を
出
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
栄
橋
の
あ
た
り
に
、
木
落
か
ら
下
条

の
桑
原
へ
渡
る
渡
船
場
が
あ
っ
た
が
、

民
営
の
た
め
に
利
用
者
は
そ
の
つ
ど
舟

賃
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
ひ
き
か
え
、
三
領
の
渡
し
は
県
営
だ

っ
た
か
ら
舟
賃
は
無
料
で
、
歩
く
こ
と

を
苦
に
し
な
か
っ
た
村
の
衆
は
遠
ま
わ

り
で
も
三
領
の
渡
し
を
利
用
す
る
人
が

少
く
な
か
っ
た
。
一
日
平
均
三
十
人
ほ

ど
の
人
が
往
復
と
も
に
利
用
し
、
両
岸

流
域
に
住
む
人
び
と
に
と
っ
て
唯
一
の

交
通
機
関
に
な
っ
て
い
た
。

　
ふ
な舟

呼
び

　
木
落
の
和
久
井
精
一
さ
ん
宅
上
手
の

信
濃
川
べ
り
に
、
何
人
か
の
船
頭
衆
が

　
そ
う
　
　
　
　
　
　
つ
な

二
般
の
舟
を
繋
い
で
待
機
し
て
お
り
、

流
域
住
民
の
急
な
要
請
に
い
つ
で
も
応

え
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
。
今
な
ら

電
話
一
本
で
済
む
用
事
な
の
に
、
当
時

の
夜
間
は
ど
こ
の
渡
し
舟
も
休
み
で
、

急
用
の
で
き
た
人
は
船
頭
に
頼
ん
で
特

別
に
舟
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。

　
不
測
の
事
態
が
お
き
て
舟
を
利
用
す

る
の
は
真
夜
中
の
場
合
が
多
く
、
万
物

の
寝
静
ま
っ
た
深
夜
に
下
条
や
中
条
の

人
が
川
西
の
船
頭
を
呼
び
起
こ
し
た
。

大
川
の
水
音
を
越
え
て
「
オ
ー
、
オ
ー

オ
ー
オ
ー
、
オ
ー
イ
」
と
重
低
音
で
呼

ぶ
声
が
何
と
も
い
え
ず
切
な
気
で
、
悲

し
そ
う
で
、
不
気
味
で
、
重
苦
し
く
胸

に
ひ
び
い
た
。
「
急
病
人
が
出
た
の
か
、

そ
れ
と
も
だ
れ
か
が
死
ん
で
告
げ
の
人

か
」
な
ど
と
考
え
る
と
、
眠
い
目
も
心

も
冴
え
て
朝
ま
で
ま
ん
じ
り
と
し
な
い

夜
が
あ
っ
た
。
舟
を
出
し
て
も
ら
っ
た

人
は
船
頭
に
感
謝
し
、
な
に
が
し
か
の

金
を
包
ん
で
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
三
領
の
ガ
ス
取
り
声

　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
ぎ

　
三
領
に
は
ボ
イ
（
薪
）
を
切
る
山
が

無
く
て
、
食
物
の
煮
炊
き
や
風
呂
の
湯

沸
か
し
を
始
め
、
冬
は
と
く
に
暖
房
の

確
保
に
苦
労
し
た
。
こ
う
し
た
悩
み
を

手
っ
取
り
早
く
解
決
し
て
く
れ
た
の
が

信
濃
川
の
大
洪
水
で
、
村
の
衆
は
水
害

を
恐
れ
な
が
ら
も
、
燃
料
が
欲
し
く
て

大
水
が
出
る
の
を
心
待
ち
し
た
。

　
信
濃
国
に
大
雨
が
降
る
と
、
数
日
後

　
　
　
　
　
み
ず
か
さ

に
は
大
川
の
水
量
が
増
し
、
濁
流
に
混

っ
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
流
木
が
漂
着
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び

た
。
三
領
で
は
達
者
な
人
が
総
出
で
鳶

ぐ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
ざ
お

口
を
持
ち
、
あ
る
者
は
竹
竿
の
先
に
鎌

を
付
け
て
川
岸
に
立
ち
、
こ
れ
は
と
め

ざ
す
流
木
を
ひ
っ
か
け
て
拾
い
上
げ
る

の
に
夢
中
だ
っ
た
。
　
「
ホ
ー
ラ
、
で
っ

か
い
の
が
来
た
ゾ
」
と
か
、
　
「
こ
の
木

は
俺
が
引
き
寄
せ
た
ん
だ
」
と
か
、

「
あ
の
根
っ
こ
は
こ
っ
ち
で
も
ら
う
」
と

各
自
が
大
声
出
し
て
奪
い
合
っ
た
。

　
あ
る
と
き
、
燃
料
に
苦
労
し
な
い
仙

田
の
オ
ト
ト
が
通
り
か
か
り
、
大
声
張

り
上
げ
て
流
木
を
奪
い
合
う
有
様
を
見

て
「
ガ
ス
取
り
声
だ
」
と
笑
っ
た
と
こ

ろ
、
こ
の
ひ
と
こ
と
が
い
つ
し
か
近
在

に
広
ま
っ
て
「
三
領
の
ガ
ス
取
り
声
」

と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
ス
と

い
う
の
は
流
木
の
こ
と
で
、
小
さ
い
ガ

ス
を
「
小
物
」
と
か
、
ま
た
は
織
機
の

か
ん管

に
な
ぞ
ら
え
て
「
管
ガ
ス
」
と
呼
称

し
た
。
拾
い
上
げ
た
ガ
ス
は
天
日
に
干

し
て
乾
か
し
、
節
約
し
な
が
ら
上
手
に

燃
や
し
た
が
、
と
に
か
く
炊
き
物
の
確

保
に
は
容
易
で
な
い
思
い
を
し
た
。

　
小
根
岸
の
衆
は
暮
ら
し
が
豊
か
で
舟

を
何
艘
も
持
っ
て
お
り
、
大
洪
水
が
あ

る
と
す
ぐ
に
舟
を
出
し
て
、
濁
流
に
も

ま
れ
な
が
ら
命
が
け
で
ガ
ス
を
拾
い
集

め
た
。
そ
の
ガ
ス
を
山
に
積
ん
で
、
三

領
の
衆
の
足
元
を
み
て
コ
山
い
く
ら
」

の
高
い
値
で
売
り
つ
け
た
。

　
音
頭
取
り
の
友
蔵
サ

　
「
三
領
の
ガ
ス
取
り
声
」
に
は
、
も

う
ひ
と
つ
、
次
の
い
わ
く
が
あ
る
。

　
小
根
岸
に
三
領
出
身
の
高
橋
友
蔵
と

い
う
美
声
の
持
主
が
い
た
。
盆
踊
り
は

名
代
の
音
頭
取
り
で
、
　
「
大
の
阪
」
は

も
ち
ろ
ん
、
　
「
ヨ
イ
ヤ
ラ
サ
」
や
「
キ

タ
ホ
ウ
カ
イ
」
な
ど
、
友
蔵
サ
が
音
頭

を
取
る
と
踊
り
が
引
き
立
ち
、
い
つ
し

か
「
友
蔵
節
」
と
も
て
は
や
さ
れ
て
近

郷
の
一
世
を
風
び
し
た
。
ほ
か
の
音
頭

取
り
が
口
惜
し
が
っ
て
歯
ぎ
し
り
し
て

も
及
ば
ず
、
そ
の
う
え
こ
の
人
が
色
男

で
女
衆
に
も
て
た
こ
と
か
ら
、
だ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が
ヤ
ッ
カ
ミ
も
あ
っ
て
「
友
蔵
の
は
下

た手
な
ガ
ス
取
り
声
だ
」
と
評
価
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
、
　
「
三
領
の
ガ
ス
取

り
声
」
に
な
っ
て
近
在
に
広
ま
っ
た
と

い
う
説
で
あ
る
。
　
　
（
以
下
次
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
，
欝
麟
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
鍵

三
領
の
渡
し
・
昭
和
三
十
年

ふ
る
さ
と
の
百
年
（
金
子
幸
作
解
説
・

新
潟
日
報
事
業
社
刊
）
転
載
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表
紙
の
写
真
　
　
　
　
　
　
三
遊
亭
円
右
さ
ん
の
落
語
が
収
録
さ
れ

　
十
月
六
日
、
川
西
中
学
校
体
育
館
で
、
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

同
体
育
館
の
竣
工
記
念
事
業
と
し
て
、
　
み
の
顔
だ
け
に
会
場
は
終
始
笑
い
が
絶

N
H
K
ラ
ジ
オ
の
人
気
番
組
「
真
打
ち
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

競
演
」
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
、
約
六
　
　
十
一
月
十
二
日
分
は
午
後
十
時
十
五

百
三
十
人
の
方
が
寄
席
気
分
に
浸
り
ま
分
か
ら
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
流

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
日
は
二
回
分
の
収
録
が
行
わ
れ
、
　
川
西
中
学
校
の
体
育
館
は
、
体
育
施

前
半
は
十
一
月
五
日
放
送
分
と
し
て
大
設
と
し
て
の
機
能
は
も
と
よ
り
、
音
響

瀬
ゆ
め
じ
・
う
た
じ
さ
ん
の
漫
才
、
ケ
に
も
配
慮
し
だ
施
設
と
し
て
建
設
し
た

ー
シ
ー
高
峰
さ
ん
の
漫
談
、
三
遊
亭
栄
　
こ
と
か
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど

馬
さ
ん
の
落
語
と
続
き
、
後
半
は
十
一
　
の
文
化
的
催
し
物
の
会
場
と
な
る
機
会

月
十
二
日
放
送
分
と
な
る
び
い
ど
う
し
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ん
の
漫
才
、
牧
田
博
さ
ん
の
漫
談
、

●休日救急医

11月12日国保診療所（高原田）
　　　　（クリニック川西）

　　　　a　68－2034

　　19日上村病院（中里村）

　　　　a　63－2111

　　23日大熊内科医院（山本1）

　　　　2蟄　52－7066

　　26日庭野医院（寿町4）

　　　　8　52－2711

12月　3日第二藤巻医院（上　野）

　　　　費　68－2018

　　10日大坪医院（四日町）

　　　　費　57－6100

　　〃　中条病院（中条）

　　　　盈　57－3018

　　17日上村病院（中里村）

　　　　台　63－2111

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

　
　
　
　
雛
，
縁
　
畔
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

　
よ
く
は
ぜ
る
線
香
花
火
は
姉
が
持
ち

　
ど
く
だ
み
の
花
白
け
れ
ば
雨
や
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

　
送
り
た
る
新
米
日
本
一
の
礼

　
秘
む
る
技
あ
る
と
思
へ
る
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

　
百
舌
鳥
暗
い
て
日
毎
落
葉
の
増
し
に
け
り

　
縄
丸
太
早
や
注
文
も
冬
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
間
引
か
る
・
牛
募
す
ら
り
と
引
か
れ
け
り

　
十
人
の
孫
さ
づ
か
り
し
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

　
燃
え
立
て
る
サ
ル
ビ
ヤ
つ
づ
く
出
湯
の
道

　
伝
道
の
声
爽
や
か
に
刈
田
道

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

　
ぬ
か
焼
の
煙
包
み
し
一
軒
家

　
輪
台
を
付
け
て
手
塩
の
鉢
の
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
　
向
山

　
今
年
米
先
づ
御
佛
に
小
さ
く
盛
り

　
出
展
の
大
菊
鉢
を
洗
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
秋
日
和
莚
の
小
豆
は
ぜ
て
居
り

　
ゴ
ン
ド
ラ
の
紅
葉
の
谷
を
登
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

鷹

朱
の
鳥
居
青
空
に
映
え
神
の
留
守

芝
桜
つ
つ
じ
し
っ
か
と
返
り
花

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
届
き
し
今
年
米

秋
風
や
旅
の
便
り
の
短
か
く
て

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

コ
ス
モ
ス
や
頭
上
日
ね
も
す
米
軍
機

萩
の
庭
眺
め
つ
友
と
茶
を
す
す
る

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
を
手
に
夜
長
か
な

初
ひ
孫
を
あ
や
し
て
泣
か
れ
又
い
と
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

雑
金
魚
な
れ
ど
こ
の
夏
越
し
に
け
り

秋
の
蚊
の
刺
す
す
べ
も
な
く
離
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

虹
の
輪
の
中
夕
映
の
紅
葉
山

謹
弔
の
花
輪
並
べ
る
時
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

躾
解
く
妻
が
手
縫
ひ
の
秋
袷

何
処
と
な
く
匂
い
を
分
け
て
秋
刀
魚
焼
く

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

案
山
子
一
位
新
米
一
俵
届
き
け
り

神
の
留
守
暖
か
き
日
の
続
き
お
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

刈
り
終
え
し
田
を
白
々
と
月
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

稲
藁
に
残
れ
る
籾
を
手
で
こ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

異
国
人
廻
す
ろ
く
ろ
や
秋
白
し

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

み
仏
に
供
え
故
郷
の
今
年
米

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

秋
の
宵
兄
姉
集
う
松
之
山

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

三
国
路
の
幾
坂
越
え
て
紅
葉
狩
る

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

霜
月
の
白
百
合
に
あ
る
気
品
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
　
保
一

水
を
ま
く
手
も
と
に
来
た
る
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

紅
葉
の
燃
え
る
観
光
道
路
か
な

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

赤
と
ん
ぼ
小
豆
打
つ
手
に
止
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

新
米
と
い
う
艶
な
り
し
米
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

熟
れ
柿
に
日
ね
も
す
百
舌
の
猛
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

酢
の
き
・
て
色
美
し
き
菊
な
ま
す

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

結
球
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
肥
料
あ
た
え
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

ひ
し
ひ
し
と
夫
の
墓
石
に
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

後
の
月
芋
煮
供
へ
て
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

7．11．10⑳

意
益
目

（敬称略）

　
所
　
　
ブ

　
業
　
　
ラ

灯
営
基
ク

　
町
　
　
ズ

3
日
　
ー
ン

　
十
　
　
オ

　
　
　
　
イ

　
　
　
株
板
ラ

　
（
看
た

灯
力
立
が

　
電
識
い

路
北
標
に

　
東
全
西

街
　
　
安
川

暮らしのカレンダー

10

　　　　　　　　　　饗

麻しん予防接種（高齢者コミセン）

11

翅

13 1歳6か月児健診（保健センター）

14

15

16

17

18

麹

20 健康相談（保健センター）

21

22 海外研修発表会（活性化センター）

23

24

25

麗

27

28

29

0
　
　
1

3
　　　　　　　　　　諺

子宮がん検診（保健センター）

2
＄

4

5

6

7

8

9
並⑧

◎團は日曜日。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。



葛
葛
骸

ら
り
φ
名
名

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
き
ょ
う
へ
い

小
堀
　
　
恭
平

　
　
　
　
ま
さ
や

星
名
　
　
雅
哉

　
　
　
　
み
あ
き

谷
井
　
　
美
晶

　
　
　
　
た
か
あ
き

小
林
　
　
峰
秋

　
　
　
み
　
　
や
　
　
こ

田
中
美
也
子

　
　
　
　
る
　
　
み

小
川
　
　
瑠
美

恵恭多俊節義久浩恵博真良
　　恵　　　　美　美　希
美司子彦子文子也子司子和
高　中　山　木　沖　霜
原　　島　　野

田　　町　　田　　島　　立　　条

太
田

押
木

丸
山

り
　
　
な
　
　
こ

理
奈
子

　
る
　
　
か

　
瑠
花

　
こ
レ
フ
じ

　
幸
二

　
あ
や
か

　
彩
加

　
　
し
歌
フ

　
　
オ

貴隆優洋幸政真郁陽克
　　　　　　由
子昭子一子夫美夫子之
伊　沖　木　田　田
　　　　　　　　　中
友　立　落　戸　町

星
名
虎
雄
6
9
（
本

和
久
井
春
野
7
0
（
本

中
村
　
と
み
77
（
本

小
川
　
キ
ミ
7
9
（
二

高
橋
　
ト
ヨ
8
5
（
壮

五
十
嵐
ミ
ネ
8
7
（
正
　
義
）
野
　
口

江
ロ
　
サ
ヨ
8
8
（
則
　
雄
）
小
白
倉

田
村
ハ
ッ
エ
91
（
賢
太
郎
）
上
　
野

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　 （　 （　 （　 （北渡庭中滝星高小滝室
堀部野島沢名野幡沢井
文　 あ和加克君一実達
　　ゆ　　代
子稔み浩子之子久花徳

栃
木
県
か
ら

栄
　
町

木
落

長
岡
市
か
ら

新
町
新
田

津
南
町
か
ら

下
平
新
田

十
日
町
市
か
ら

上
　
野

野
　
口
か
ら

（
1
0
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

蒲
愈
塾
ミ
ξ
き
き
毒
◎
塩
｛
勇
毒
◎
◎
蚤
3
き
塩
拳
轟
も
◎
き
き
き
◎
め
き
も
◎
唾
疹
3
も
◎
愈
毒
ξ
も
◎
◎
導
き
毒
◎
◎
噂
き
毒
◎
ξ
き
毒
痴
唾
2
◎
聾
◎
轟
略
き
毒
◎
も
6
晦
◎
海
◎
譜

薩
軽
罐
塵
蹴
臨
鞠
疑
曝
睡
響
瀟
瑞
⑫
鵠

子鮫

卵

鮫子の皮

◆材料
　ひき肉

　に　ら

　しいたけ

化学調味料

コショウ

小麦紛

◆調昧料

長ネギ

塩

砂糖

◆作り方

　①ひき肉、にら、しいたけ、卵に調味料を入れて混

　　ぜる。

　②鮫子の皮に①を適量入れて包み込む。

　今回は寺尾の高橋莉恵さんです。

　「中国料理の味は日本料理よりおい
しいですが、日本料理の色は中国料理

よりきれいです」と話してくれました。
　飯子はいろいろな料理を使ったり、

親子でワイワイやりながら作ることも

できます。皆さんもオリジナル鮫子に

チャレンジしてはいかがですか。

意
外
に
身
近
か
な
精
神
病

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
酒
で
失
敗
し
た
人
、
酔
っ
た
人
に

迷
惑
を
か
け
ら
れ
た
人
が
後
を
断
ち
ま

せ
ん
。
こ
の
中
魚
沼
地
域
は
、
他
と
比

ベ
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人
が
多
い
と

の
統
計
も
で
て
い
ま
す
。

　
程
良
い
飲
み
方
が
で
き
れ
ば
問
題
は

起
き
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
飲
酒
量
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
る
の
が

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
す
。
こ
の
病
気

二
合
で
二
十
年
　
三
合
で
は
十
年
で
依

存
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

め
は
前
夜
の
こ
と
が
思
い
出
せ
な
か
っ

た
り
、
飲
み
出
し
た
ら
抑
制
が
利
か
な

く
な
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
う
ち

に
身
体
障
害
や
家
庭
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、

会
社
の
遅
刻
や
欠
勤
、
大
事
な
約
束
を

忘
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
す
。

次
い
で
ア
ル
コ
ー
ル
が
き
れ
る
と
、
ふ

る
え
や
不
安
感
な
ど
の
禁
断
症
状
が
出

て
、
重
篤
に
な
る
と
幻
覚
等
が
見
え
る

ア
ル
コ
ー
ル
精
神
病
や
痴
呆
と
な
り
、

死
に
至
り
ま
す
。
も
し
自
分
で
思
い
当

た
る
症
状
が
出
て
き
た
ら
、
早
目
に
節

酒
、
禁
酒
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
だ

け
で
は
難
し
い
も
の
で
す
。
家
族
や
周

囲
の
人
の
協
力
も
大
切
で
す
。
　
「
少
し

く
ら
い
…
」
が
命
と
り
に
な
る
こ
と
を

心
得
て
お
き
ま
し
ょ
・
う
。
家
に
は
酒
を

置
か
な
い
く
ら
い
の
態
度
が
必
要
で
す

し
、
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉

を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
馨
富
幽

会
員
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
駒

で
す
・
精
神
障
害
者
を
家
族
に
も
っ
て
隠

い
る
方
は
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
麗

い
。
精
神
障
害
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
翻
魑

す
。　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
町
に
は
精
神

障
害
者
の
家
族
の
集
り
「
家
族
会
」
が

あ
り
ま
す
．
精
神
障
害
者
の
福
祉
潟
面

上
と
社
会
復
帰
の
促
進
を
目
指
し

錯
奮
逃
　
髄
麗
矯
繭
綴
製
離
縮
鵡

ど
身
近
な
存
在
で
す
し
　
治
療
を
し
っ

か
り
受
け
れ
ば
社
会
復
帰
も
で
き
る
の

で
す
。
家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人

達
が
協
力
し
て
精
神
障
害
者
を
支
え
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。画林

示

へ
。℃

）
（
9（

の
）

《
●肴

レ
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ご
利
用
く
だ
さ
い
観
光
年
賀
は
が
き

　
町
で
は
、
今
年
も
観
光
宣
伝
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
に
ち
な
ん
だ
物
や

名
所
を
年
賀
状
に
刷
り
込
み
ま
す
。

　
年
賀
状
は
、
町
内
の
郵
便
局
と
販
売
所
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
（
ハ
ガ
キ
に
刷
り
込
む
大
き
さ
は
、
お
お
む
ね
5
・
5
㎝
×
4
・
5

　
㎝
で
、
こ
の
写
真
は
実
寸
と
は
異
な
り
ま
す
）

灘

究
極
の
味
わ
い
川
西
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

全
国
有
数
の
広
さ
を
誇
る
ナ
カ
ゴ

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
（
元
町
）

節
黒
城
跡
公
園
と
木
の
ぬ
く
も
り
が

う
れ
し
い
バ
ン
ガ
ロ
ー
（
上
野
）

鑛
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，

栄
橋
か
ら
み
た
冬
の
信
濃
川
（
木
落
）

ち
い
さ
な
展
覧
窪

諭

　
　
　
　
　
　
　
㌧
費
　
㎝

闘
製
騰
騰

〉
1
年
生
羽
鳥
愛
子
さ
ん

　
　
　
　
村
山
奈
央
さ
ん

（（左右
））

》
2
年
生

く
1
年
生

田
中
美
奈
子
さ
ん

南
雲
　
　
茜
さ
ん

　欝鑛

レ
ー
年
生
星
名
壮
大
さ
ん

〉
2
年
生
大
浦
正
美
さ
ん

▲3年生春日絵美さん（左）・数藤千織さん（右）

八
川
西
中
学
校
丁

▼2年生井上冴子さん・大浦正美さん合作
〈
1
年
生

㊥

丸
山
健
太
郎
さ
ん

7．11．10⑫
▲1年生丸山緩恵さん（12月号は千手小学校です）


